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論文要旨

【研究の 目 的】 脈絡膜は眼血流の 8 0 %以上を

担い 脈絡膜毛細血管板を介 した視細胞への

酸素や栄養供給に加え、 網膜外層の機能維持

を司 る 重要な組織であ る。 従っ て、 脈絡膜の

解剖学的 生理学的な理解は 網脈絡膜疾患

の発症機序解明や新規治療法確立のため に不

可欠であ る 。 近年、 光千渉断層計 (0  CT) の技

術革新に よ り 、中心性 漿 液 性 脈 絡 網 膜 症 (CSC) 

や 部の加齢黄斑変 性 に お い て 脈絡膜肥厚

や脈絡膜血管拡張な どの所見がみ られる ヽ と‘一

が報告 され、 それ ら の脈絡膜所見を特徴 と す

る pachychoroid と Vヽ う 病態概念が注 目 さ れ

てい る。 Pachychoroid は網膜色素上皮障害、

漿液性網膜剥離、 さ ら に は 脈 絡 膜 血 管 新 生 に

深 ＜ 関 与 す る
..... 

と が 知 ら れ て vヽ る が‘一 ヽ

pachychoroid が 生 じ る 正．確な メ 力 ~ 一 ズム は

不明で あ っ た 。 最近、 我々 は前眼部 OCT を用， 

し‘ る っー と、一 で 従来は描出困難であ つ た強膜断

層像を視覚化 し、 定量化でき る手法を確立 し

た。 その上で、 pachychoroid の形成機序の
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つ と して 脈絡膜血流の眼外への排出路であ

る 渦静脈が貰通する 強膜に異常が存在する と

し・、 う 仮 説 を 立＇ て 同 手 法 を 用 し‘ て

pachychoroid 関連疾患の代表であ る csc 眼

にお け る 強膜断層像を検討 した。 そ の結果、

csc眼では正常 コ ン 卜 ロ ール眼に比べて厚い

強 膜 を 有 し ヽ 解剖 呂子 的 な 強 膜 構 造 の 変 化 が

CSC の病態 に関与 し て , vヽ る 可能性 を見出 した ・

（参考文献）。 今回、 我々 は csc 眼の特徴的

な所見の つであ り
‘ 

脈絡膜上腔の液体貯留

と さ れる -loculation 0 f f I u i d (LO F)に着 目 し ヽ

三次 プ 的 な 眼球バ イ 才 メ 卜 リ の 画像解析

を行 う ゞ—•

と で 、 LOF と 関連する 臨床因子 を検、＿

討 し た。

【対象 と 方法】 対象 は C S c 連続症例 1 5 8 例

1 5 8 眼 （ 平 均 年 齢 5 1. 2 歳）。 L O F の有無にて

LO  F 群、 non-LOF 群に分類 し 、両群間で年齢、

等価球面度数 (S  E)、 眼 軸 長 (A  L)、 中心裔下

脈絡膜厚 (SC  T)、 強 膜 厚 に つ いて比較検討 し

た。 両眼症例は右眼を検討対象 と した。
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【結果】症例 の 内訳は LO  F 群 9 8 眼、 non-LOF 

群 6 0 眼。 平均年齢は L O F 群 5 0. 2 歳、 n o n -

LO  F 群 5 5. 1 歳 ( p  = 0. 0 1)、 平均 SCT は L O  F 

群 4 4 8 μ m 、 non-LOF 群 3 3 6 μ m (p  ＜ 0. 0 1) 

と LO  F 群 にお vヽ て 有 意 に年齢が若 ＜ ヽ SCT  

が厚か つ た 。 強膜厚は上方、 耳側、 下方、 鼻

側 に おい て ‘ 全象限で有意 に LO  F 群が厚か

つ た 426μm VS. 395μm, 446μm vs. 415μm, 

4 5 9 μ m vs. 4.29μm, 445μm VS.  414μm, 全て

p ＜ 0. 0 1)。 SE、 AL  は両群間 に有意差はな か

つ た。 年齢、 性別、 AL、 SCT、 4 象限の平均

強膜厚 を独 立変数 と し た ロ ジ ス テ イ ツ ク 回

帰分 析では、 L O F は SC  T p ＜ 0. 0 1) と 平均

強膜厚 ( p  ＝ 0. 0 2) と 有意 に 関連 し て vヽ た。

【結論 】 csc に お け る LO  F の 存在 に SCT  や

強膜厚が 関与 して し‘ る 可能性 が示唆 さ れた。

本研究の 結果 は csc の病態 に 強膜が深 ＜ 関

与 し て Vヽ る
.,.. 

と を支持す る と 同時に 強膜 を、•一

夕 ゲ ッ 卜 に し た csc の新規治療の 可 能 性

を示す も の で あ る と 考 え ら れ る
゜
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